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2年半ぶりに全国大会(第 2匝|)を開催

次国大会までの 2年 ||||で発展の基礎「lJめ

lξ る 3り 12711(月 )に 日本人11文 Jll!学 吉|:を 会場に全||:1中 ||:|:il:教 rFIイル議会の第 21111令 III人

会が|;‖ かれた。 li打 |「 ilの 東海大ttに おける創、ア大会以来、実に 2イ ll'11ぶ りの|||||11で 、際1イ 11と

会 I11に 定めるクイ∠、リミットぎりぎりであった。 1年 |li「
のアンケー ト111在 で、イf休み lυ l llll

の開 ||卜を望む声が比較的多かったため、この時 IUlを jだんだものだが、参力|1粁は会 1160、 り|:

会 Il14、 合言|・ 74(ほ かに||:し 込み汗でク(1lfし た方が 13名 あった )で 、懇 7見会にも50名近 くか

参加された。 11日 は、すでにご案 1/1の 通り、研究 |‖ (1「 、会 li総会、懇親会 1年 を会lUl l日 に

つめこんだ日F∴で、会場の設ギ|を はじめ参′∫||イ にご |キ労をサ11い るところもあった。 しかし

1導 体の:li務局なから各位のご協力もあり、盛会であった。 i者 ヤ‖イ
|「 の概要は本 ;ナ p.2～ 4に 1場

載する。会 li総会では、本会の活 llllJと
il千

業について、会 l毛から 1筍 1白 iの 計山iと 1ギ子来の見itiし

がiliら れた。前者については今年度活動予定として、の会ヤ‖(ニ ューズ
。レクー)の 発行は

5月 、7月 、9月 、12月 、01イ F2月 の 51:;|、 ②セ i｀ノ
ーー(教 It研 修 )は 、月1//1セ ミナーー(ilii lり |ロ イl:

は lili号 会†‖に掲 1上、後jUI Hイl:は 次 :ナ |じ〕賊予定 )と 夏季セ ミナーを例イli j[1り 実施(そ の後、夏

季については変更あり、p.4を 参|`1)、 の″「究ファイル、セ ミナー|11(l「 1年 を ||liイ li度 なみに |:1

行予定、との説明があった(今 ;ナ 予定の 1交稿案 |ノ Jは 次 :j lll載 、〃
「究ファイルヘの1賞 |ギi徹 ;型 ).

後者については、事務「 l)の 強 fヒ 、活動を全 1可 llll彙 で展 |サ‖、成 ,tに IL会的なiを知|を サリl待 、中

1司 ili教 育学会,1,立 へのなを71年 の iκ 点が挙げ「,れ たが、
11i筋
処 llll能 ノ」と‖ィJ欠 1魚 iか 1ち |′ 1、 日 |ヽ

・

のところ】見イ11の 1見 1羹 がlli一 1不 であり、賃[1:|に は「 弁
・ 1と だ出の節約で対応 していイ)が 、今

年度は七 ミナーヘの参′り||||:し 込みも少ない1年 、 |「 :1有 iす る||1彙‖力`あることも糸rl介 されたり

なお会計報告は省略するが、今回の全 I11大会は赤字で、liii回 大会の残金と7FI・ |で 111!め た。

事務局のご案内

156-8550東 京都世田谷区桜上水3-25-40
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全国中国語教育協il会
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(会 `11・ 7テ |・ |・ 金litj△ にご千11サ‖「 さい )

た11ぢ 、 オijllllい イ)オつ11‐ 。 こj!LI衿 1年 |:i、

お「 数
で もJli lJiて お願いいたしまJ‐

新年度会 Y廿納入のお願い

本会の経IPは 年度会r?2000111と イ「志の7il,「

金によっています。 ||liイ 11度の納入率は73%で

した。各位の一サ11の ごlJJ力 をお増1い します。

今イli度 も本 :ナ に振 14川 1紹tを 同ナItヽ たしまし

たので、お1辰 り込みをお増1い 申し llげ ます。

納入ずみの方には同llし ておりません。 ||liイ |:

度未 |プ、いの方にはその分 もこi占求 しました。
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【全国中国語教育協議 会会務報告 】

1 現況報告
1)本年3月 9日 における会員数は229名 (前年は3月 27日 現在で222名 )。

2)本年3月 9日 における99年度分会費納入状況は、納入済 168名 、未納者61名 で、納入率

は73.3%(前年は2月 25日 現在で納入率88%、 未納者は25名 )。 本年は未納者が多い。

3)会計監査は平井和之、加藤晴子の両会員により下記 2・ 3に つき3月 17日 に実施された。

2 収支報告(会費の部 )
以下は前回(99年 2月 24日 現在で同年3月 27日 の理事会に報告 )後の収支状況である。

〔1又 ノ、〕
会 費  366,000(994F分 168名 のほか、97年分1名 、98年分 10名 、00年分3名 、01年分 1名 )
寄 l・l金   58,000(H件 :2万 +1万 +8千 +8千 +3千 +3千 +2千 +1千 +1千 +1千 +1千 )

(寄付者芳名 :1衣藤醇、平井和之、荒屋勘、高橋弥守彦、中野達、花澤聖子、

立石廣男、荒岡啓子、金子員也、吉田隆司、宮本さおり、以上敬称略 )

合 計  424,000
市1年繰越 355,940

総 計  779,940(円 )
〔支 出〕
j通信費(切手・葉書等)    145,330(支 払月日 5/17,7/19,8/1,1/9,1/25,1/26,2/1)
事務用謂1(ラ ベル 0イ ンク・士1筒 )13,256(支 担、月日 6/27, 1/211,1/25, 1/31)

事務幹事手当、会計監査交jこ費  64,000(支 払月日 3/27,4/10,9/9,1/H)

会議費 (理 l:li会 食料費)     10,578(支 払月日 3/27、 注 :理事会の交通費は自弁 )
印刷費 (圭 1筒類)       39,000(支 払月日 2/22)

製版・[口刷・製本費 (研究資料等)144,500(支担、月日 2/22,2/25)

'基

金手数料(2回 )        525(支 担、月日 2/22,2/25)

合 計
以上、収支差 し引き残高

417.189

362.751(円 )(現金 +振替貯金 )
なお、以_Lの 他に願かり金  12,500(会 費納入時の過払い金で、それぞれ問合せ中 )

3 収支報告(セ ミナーの部)):(会報第 13号掲載の収支報告には誤記があるため今回訂正す。
〔収 ノ、〕

月例セ ミナー  319,000 (注 )受 講料は月例セ ミナー 1回 =Y2,500、 ただし一括中
夏季セ ミナー  76,500   し込みは 2回 =Y4,500、 3回 =6,500、 4回 =8,500と する。
合 計    395.500    夏季セ ミナー=Y4,500。
〔支 出〕

講師謝金    280.000(i轟 義時間 180分 超30,000、 180分 未満20,000と する)
illlll「方魚11 40.000(束 Ji〔 ～広島 1名 )

アルバイ ト謝礼  5.000(夏季セ ミナー手伝い)

'l「

‐務諸経11   55.458(|「合わせ iお 費、夏季セ ミナー懇親費用 )

合 計    380.458(円 )

差 し引き残高  15.042(現金 )

なお、他に昨年までの興水講師への謝金220,000円 は預かり金として保留 してある。

以上、2000113月 17日 に会計監査(1リト和之、加藤晴子の 2氏 )に よる監査を終了(印鑑省略 )。
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【会 員総 会 報告 】

1 役員選出(会長、理事の改選 )
会則及び前回の選出方法に準拠 し、会員総会の席上で出席の選挙権者 (会員 )が直接投

票で会長 1名 、理事 12名 (理事22名 の過半数、12名連記による投票 )を選出し、さらに

新会長が選挙結果をぶ、まえ、理事 10名 を追加委嘱 し会報に公表する、という提案が当

日の審議で了承され、ただちに投票が行われた(有効総投票数47票 )。 終了後ただちに開

票され、結果は総会後の懇親会の際に発表された。

1)会 長選挙結果 (得票数)輿 水優 40(当選 )、 榎本英雄 3(次点 )、 以下省略、敬称略。
2)理 事選挙結果 (得票数)大川完二郎 32、 依藤醇 30、 榎本英雄 29、 金丸邦三 27、

古川裕 27、 小寺研 26、 武信彰 25、 相原茂 23、 陳文止23、

西川優子 22、 中野貞弘 20、 郭春責 18、 次点以下省略。

この選挙結果を』、まえ、代表理事に大川完二郎、中野貞弘、西川優子、依藤醇の 4氏、

理事として投票で選出の上記 12氏 と下記の9氏を委嘱することになった :今西凱夫、高橋

弥守彦、鳥井克之、菱沼透、平井和之、平井勝利、守屋宏則、山田員一、吉田隆司 (50音順 )。

なお、理事の定数22に 対し、なお欠員 1と なっているが、諸般の事情で委嘱が遅れた

もので、次号以降の会報で経緯とともにお知らせする予定になっている。

役員の任j切は会則で今回の総会から次回の総会 (隔年開催)ま でとなっているが、便宜

上、本年 4月 1日 より2年間としていただきたい。なお、会則には役員の再任と就任時

の年齢に関する規定があり、今回の委嘱にあたリー部の理事が交替 したことを付記する。

準備会の段階から本会の発展に多大の貢献をされた
jユ 任者の方々に心から感謝 したい。

2 99年度活動報告
1)会報(ニ ューズ・ レター)の発行

第 H号 (1999.6.8)、 第 12号 (9.1)、 第 13号 (12.14)、 第 14号 (2000。 2.24)、 号外(2.1)

2)セ ミナー(教 員研修)の開催

◆月例セ ミナー(会場 :国 際文化フォーラム会議室 )

4月 10日 (土 )入 門段階の発音教育  東京外国語大学 孫玄齢   参加者数 18

5月 8日 (土 )初 級段階の文法教育  東京外国語大学 依藤醇    ″  13

6月 12日 (土 ) 中国語教科書の作 り方 日本大学    輿水優    ″  37

7月 10日 (土 )中 国語学力判定法〔練習問題編〕明治大学 武信彰   ″  22

同 上  〔試験問題編〕日本大学 輿水優
10月 9日 (土 )朗 読のポイント(読み方実習)東京外国語大学 孫玄齢 ″   7

H月 13日 (土 ) ガイ ドラインの設定に向けて 日本大学    輿水優 ″  24

12月 H日 (土 )中 級段階の中国語教育 東京外国語大学 小林二男   ″  17

◆夏季セ ミナー(会場 :日 本大学文理学部)99年 7月 30日 (金 )主題「私の中国語教授法」

講師 :東京外国語大学 平井和之/広島修道大学 郭春貴/日 本大学 輿水優 ″17

3)資料等の刊行 (1999年 H月 発行、発送は2000年 1月 )

研究ファイルNo.ノ (藤井玲子会員 )、 No.′ (岩城英規会員 )、 No.θ (岩本真理会員 )

セ ミナー報告No./(山 田員一会員 )
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【第 2回 全 III大 会 における Iジ F究 報告の概要】

今回の大会では研究発表の公募は行わず、委 II・ lii梅 師 3氏による研究IIt告 が行われた。

質疑に十分なn寺 ||‖がとれなかったことは遺憾であるが、先に大会プログラヱ、に1対 するア

ンケー トで希望のあった、発音指導・文法指導・教授法などのテーマを取りJlげ ること

はできた。以下に、当日の報告内容を参加者の針谷11-氏 に紹介していただく。

(1)孫 玄山)氏 (東京クトロ1言:i大学)活音教学中虚該注意的一些同題

実際の中国言|:教 育の経験から、教室で指導するさい注 :さすべき発音について、「}音・

子音 。声調の 3つ のiniか ら紹介された。その中で、日本人にとつて1:11}の 1村 測[な cや

uの 発音や、イT気音・無気音の区別などについては、繰り返 し練習させるだけでなく、

同時に、 ll‖ き取りにも留意 して 1旨導すべきであるという、興味深い指 1商をされた。声

訓については、第二声の特徴は低く発音する点にあると強訓することで、第二声との

区別が容易になると紹介している。最後に、従来 Sヽ れられることの少なかったイント

ネーションについても言及し、声調本来の高低だけでなく、イントネーションが声 i川

に与える影響も含めて指導をすべきであると指摘された。この点は、従来の発 lI I旨 導

の盲点となっている点であろう。

(2)渡 邊晴夫 氏 (國學院大学 )中 国言::教 育のカリキュラZ、 と教材について

大学で行われている中国語教育について、いくつかの大学のカリキュラヱ、や教材を

紹介 しつつ、現在の中国語教育が1包えている諸問題を提起された。専 |‖ li果 だ1と 第二外

|コ 言:iと では、自ずから教育の内容が異なってくるわけであるが、この中で紹介され
た

各大学での授業配分や、独自教材か市販教材かなどの例は、大学でカリキュ
ラヱ、をおl

む立 j場の方には参考となろう。また、llil時 に、 litや
liliの面でどのような目標を1交定す

るか、その日標にあった教材をどのように用意するか、複数の教「 lを どのように関連

させて授業を劇lむかなどの点は、今後の課題として検討していくべき問題であると1旨

摘された。

(3)興 水優 氏 (日 本大学 )初級段階の文法ガイドラインーー《高校中国語教育のめやす )

によせて

初級中 |コ 言Iiで あつかうべき文法り1目 のうち、どのような内容をどのような形で中「 1

言Ii教育のなかに取り入れていくかという点について、《高校中国語教育のめやす)に
2ド

げられている文法項目と対照して紹介していく形で進められた。たとえば、字と言Iiの

連い、複合語の構造、反言Ii文 、接続詞を用いない複文、いわゆる受事主言:iや述詞1lLJi

言1の ような文法項目を、中国言I:の特徴の一つとして、何らかの形で教材に取り入れて

いく必要があると指摘された。このなかで主張されたように、一定の必要な文法項目

を、文法用言:iを なるべく使わず、自然な形で学習者に体得させていく必要がある点は、

ややもすると到達点のはっきりしない中国言1の 教育においては極めて大切なことであ

ると感 じた。

☆なお、今年度活動予定、協議会の財政基盤、将来像等の大会 lll告 はp.1で lkり 上げる☆

2000年 度夏季セミナーについて 例年 7月 に開‖Iの 夏季セ ミナーは、事務局の相∫合で、

今年度にかぎり中JLし 、後川]の 月伊1セ ミナーを 9月 ～12月 にわたり合計 4回 (1回
J曽 )実施

することになった。後脚lセ ミナーの詳細日程は 7月 初旬発行予定の次号会報に掲 1出する。
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